
■環境・中小企業■

技術の頂点へ再び

　政府は 年夏に電力使用制限令を出し、多くの企業
が自社の工場やオフィスで節電に取り組んだ。今夏も電
力需給は厳しい状況が続く。企業は昨夏の経験を踏ま
え、さまざまな節電策に取り組む。そのなかで多くの企
業が取り入れるのが、使用電力量の見える化による節電
・省エネ行動の強化だ。

使用電力量を見える化

企業、経験踏まえ省エネ強化

「エネルセンス」を導入して節電に取り組む
内田洋行の新川本社ビル（東京都中央区）

後付け可能なエネルギー監視・制御シ
ステム「エネルセンス」

カルビーのポテトチップス製造工場

全
社
員
で
成
果
共
有
節
電
活
動

非食用植物から燃料バイオマス資源の選択肢に

アンクスのバイオディーゼル燃料
製造装置「エコプロ」

支
援
サ
ー
ビ
ス
活
況
厳
し
い
需
給

電
力
負
荷
の
平
準
化
に
貢
献
す
る
前
川
製
作
所
の

氷
蓄
熱
シ
ス
テ
ム

一
目
で
把
握

　
カ
ル
ビ
ー
は
今
夏
の
節
電

・
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、
本

社
と
生
産
工
場
を
社
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
で
結
び
、
全
社
員
が
パ
ソ

コ
ン
画
面
上
で
各
工
場
の
電

気
使
用
量
を
一
目
で
把
握
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

年
度
に
東
京
電
力
管
内
８

工
場
に
導
入
し
た
最
大
需
要

電
力
の
引
き
下
げ
を
目
的
に

使
用
す
る
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
装
置
を
残
り
の
７
工

場
に
も
拡
大
、
全

工
場
に

導
入
す
る
。

　
使
用
電
力
量
の
見
え
る
化

は
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
や
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
の
生
産
工
場
に

デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装

置
を
新
設
し
、
工
場
ご
と
の

電
気
使
用
量
が
パ
ソ
コ
ン
を

見
れ
ば
一
目
で
分
か
る
よ
う

数
値
や
グ
ラ
フ
化
す
る
仕
組

み
。
各
自
が
取
り
組
ん
だ
省

エ
ネ
・
節
電
活
動
の
成
果
を

社
員
全
員
が
共
有
す
る
こ
と

で
省
エ
ネ
・
節
電
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
高
め
る

こ
と
を
狙
う
。

　
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

装
置
は
、
事
前
設
定
し
た
電

力
使
用
量
を
超
え
な
い
よ
う

電
力
使
用
量
を
制
御
す
る
装

置
で
数
千
万
円
を
投
じ
て
導

入
し
た
。
導
入
し
た
８
工
場

で
は
生
産
時
間
の
調
整
な
ど

輪
番
操
業
も
行
い
、

年
度

電
力
使
用
量
は
前
年
度
比

％
削
減
を
達
成
し
た
。
今
夏

は

工
場
全
て
に
拡
大
導
入

し
て
昨
年
度
と
同
等
か
、
そ

れ
以
上
の
電
力
使
用
量
削
減

を
目
指
す
。

天
然
ガ
ス
に
転
換
も

　
カ
ル
ビ
ー
は
今
後
化
石
燃

料
か
ら
天
然
ガ
ス
に
燃
料
転

換
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

国
に
対
し
石
油
よ
り
安
価
で

安
定
供
給
が
見
込
め
る
天
然

ガ
ス
導
入
を
し
や
す
い
施
策

の
実
現
を
望
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
以
降
、
無
理
な
節
電
や

省
エ
ネ
行
動
を
行
う
よ
り
も

根
本
か
ら
安
定
的
で
か
つ
、

安
価
な
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム

を
提
案
す
る
企
業
も
あ
る
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

Ｂ
Ｄ

Ｆ

燃
料
製
造
装
置
メ
ー
カ

ー
の
ア
ン
ク
ス

東
京
都
墨

田
区

は
、
非
食
用
植
物
の

ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
の
実
か
ら
搾

油
し
た
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
油
と

軽
油
を

％
ず
つ
混
合
し
て

利
用
す
る
燃
料
改
質
装
置

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
―
Ｐ
Ｒ
Ｏ

エ
コ

プ
ロ

」
を
活
用
し
た
分
散

型
電
源
の
設
置
提
案
を
進
め

て
い
る
。

薬
品
使
用
せ
ず

　
エ
コ
プ
ロ
は
神
戸
大
学
と

の
共
同
研
究
で
開
発
し
た
。

日
本
や
米
国
、
ド
イ
ツ
な
ど

カ
国
で
特
許
を
取
得
済

み
。
従
来
は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
製
造

す
る
際
、
メ
タ
ノ
ー
ル
や
触

媒
を
投
入
し
て
副
産
物
の
グ

リ
セ
リ
ン
が
発
生
し
て
い
た

が
、
薬
品
は
一
切
使
用
せ

ず
、
グ
リ
セ
リ
ン
も
生
成
し

な
い
。

の
植
物
油
や

重
油
・
軽
油
を
改
質
し
て
Ｂ

Ｄ
Ｆ
を
作
る
場
合
、
従
来
の

エ
ス
テ
ル
化
法
で
は
６
７
０

―
１
０
０
０
時
間
か
か
る

が
、
エ
コ
プ
ロ
な
ら
約

時

間
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

１
０
０
分
の
１
以
下
の
３
０

０
０
円
と
格
安
で
済
む
。

軽
油
の
使
用
量
が
半
分
で
、

排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
量
も

少
な
く
て
す
み
、
環
境
負
荷

も
か
か
ら
な
い
た
め
、
自
治

体
か
ら
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
の
本
格
的
な
引
き
合
い
も

き
て
い
る
。

　
「
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の

発
電
に
だ
け
頼
ら
ず
、
ジ
ャ

ト
ロ
フ
ァ
も
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
選
択
肢
と
し
て
考
慮
し

て
ほ
し
い
」

荒
川
武
ア
ン

ク
ス
会
長

。
今
後
、
予
想

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の

問
題
解
決
の
一
つ
と
し
て
国

の
内
外
を
問
わ
ず
拡
販
し
て

い
く
構
え
だ
。

デ
マ
ン
ド
監
視

　
三
菱
電
機
は
全
国
で
ピ
ー

ク
使
用
電
力
の
統
合
管
理
に

乗
り
出
す
。
オ
フ
ィ
ス
や
工

場
な
ど
契
約
電
力
５
０
０

以
上
の
国
内

拠
点
に
、

省
エ
ネ
デ
マ
ン
ド
監
視
機
器

「
Ｅ
―
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
」
を

導
入
。
省
エ
ネ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｅ
ｃ
ｏ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ

」
な
ど

を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
監
視

シ
ス
テ
ム
を
本
社
に
構
築

し
、
各
拠
点
の
使
用
電
力
を

集
中
管
理
す
る
。

　
各
拠
点
で
異
な
る
節
電
能

力
な
ど
を
考
慮
し
、
目
標
デ

マ
ン
ド
を
細
か
く
設
定
。
緊

急
対
応
手
順
の
確
立
や
発
動

発
電
機
の
運
用
管
理
な
ど
に

よ
り
全
体
で
デ
マ
ン
ド
を
最

適
化
す
る
。
こ
の
対
策
は

年
を
最
終
年
度
と
す
る
第
７

次
環
境
計
画
の
一
環
で
、
デ

マ
ン
ド
統
合
管
理
な
ど
に
よ

り
３
年
間
で
国
内
の
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
１

・
１
万

の
削
減
効
果
を
見

込
む
。

　
各
社
が
対
策
に
取
り
組
む

中
、
節
電
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
活
況
だ
。
内
田
洋
行

は
オ
フ
ィ
ス
の
照
明
や
空
調

の
電
力
使
用
状
況
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
経
由
で
計
測
・
見
え

る
化
し
、
各
機
器
の
制
御
を

後
付
で
拡
張
で
き
る
ビ
ル
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

「
エ
ネ
ル
セ

ン
ス
」
を
販
売
す
る
。
電
力

量
計
を
既
存
の
分
電
盤
内
の

ブ
レ
ー
カ
ー
に
接
続
で
き
る

ほ
か
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
組
織

別
に
消
費
電
力
の
管
理
が
可

能
に
な
る
。

組
織
別
に
管
理

　
富
士
通
は
ク
ラ
ウ
ド
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

「
Ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ

を
開

発
、６
月
末
か
ら
受
注
を
始

め
る
。
自
社
ビ
ル
や
テ
ナ
ン

ト
、
工
場
な
ど
企
業
が
保
有

す
る
複
数
拠
点
の
電
力
デ
ー

タ
を
収
集
。
ク
ラ
ウ
ド
に
集

約
し
て
一
元
管
理
し
、
横
断

的
な
見
え
る
化
を
実
現
す

る
。
富
士
通
研
究
所
の
電
力

需
要
予
測
機
能
に
よ
り
、
各

社
が
利
用
す
る
当
日
の
電
力

需
要
を
事
前
に
把
握
。
蓄
電

池
や
自
家
発
電
機
へ
の
切
り

替
え
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
節

電
対
策
を
検
討
で
き
る
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

Ｄ

Ｃ

で
も
各
社
の
技
術
が
生

き
る
。
富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
販

売
す
る
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
温

度
測
定
シ
ス
テ
ム
」
は
、
１

本
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
温
度

セ
ン
サ
ー
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
で
、
Ｄ
Ｃ
内
の
詳
細
な

温
度
分
布
を
把
握
す
る
。
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
ラ
ッ
ク
に
張

り
巡
ら
せ
、
１
万
カ
所
以
上

の
温
度
を

間
隔
で
測

定
。
可
視
化
し
た
温
度
情
報

を
空
調
設
定
な
ど
に
生
か
し

て
電
力
を
削
減
す
る
。

冷
媒
を
自
然
循
環

　
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
冷
媒
を
自
然
循
環
さ

せ
る
こ
と
で
、
サ
ー
バ
の
冷

却
に
必
要
な
電
力
を
削
減
す

る
。
仕
組
み
は
熱
交
換
機
で

液
化
し
た
冷
媒
を
自
重
で
降

下
さ
せ
、
フ
ァ
ン
な
ど
で
構

成
す
る
局
所
冷
却
ユ
ニ
ッ
ト

に
搬
送
。
サ
ー
バ
の
排
熱
で

気
化
し
た
冷
媒
は
配
管
内
を

上
昇
し
て
、
再
び
熱
交
換
機

に
戻
る
。
こ
の
仕
組
み
な
ど

を
活
用
し
た
空
調
シ
ス
テ
ム

「
Ｒ
ｅ
ｆ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ

ｔ
」
は
従
来
の
床
吹
き
出
し

空
調
方
式
と
比
べ
消
費
電
力

を

％
以
上
削
減
で
き
る
。

　
前
川
製
作
所
は
食
品
工
場

向
け
に
、

１
・
６
度
Ｃ
で

も
凍
ら
な
い
過
冷
却
状
態
の

水
を
活
用
し
た
氷
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
を
提
供
す
る
。
夜
間
の

割
安
な
電
力
を
活
用
し
て
過

冷
却
水
を
つ
く
り
、
衝
撃
を

与
え
る
こ
と
で
氷
と
水
が
混

在
す
る
チ
ル
ド
状
態
の
水
に

変
換
。
ポ
ン
プ
で
こ
の
チ
ル

ド
水
を
冷
却
工
程
に
送
り
、

効
率
的
に
食
品
や
飲
料
を
冷

や
す
。
昨
年
に
続
き
電
力
不

足
の
不
安
を
抱
え
る
日
本
列

島
。
各
社
は
独
自
の
技
術
で

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
い
、

節
電
要
請
に
応
え
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ５月３１日 木曜日 　　


